
［2面］臨時福祉給付金 12月28日(月)までに申請を、5年に一度の国勢調査にご協力を ［3面］中川大橋改修

工事に伴う交通規制、牡丹町公園を閉鎖 9月下旬〜3月末 ［4面］高齢者世帯への民間賃貸住宅あっせん

今号の
主な内容
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▲区南部地域の拠点として、多くの区民が集い、憩える施設です

豊洲駅前に整備を進めてきた｢豊洲シビッ

クセンター｣が9／24(木)についにオープンし

ます。発展が続く区南部地域における新たな

拠点施設として、特別出張所、文化センター、

図書館等の機能を備えた複合施設です。

［所 在 地］豊洲2-2-18
［敷地面積］約3,300㎡
［建物規模］地上12階、地下1階

名称を｢豊洲出張所｣から｢豊洲特別出張所｣と

変更し、これまでの機能に加え、新たに戸籍の

届出の受付や子育て支援関係の業務も行います

(詳細3面)。また、区役所本庁舎と同様、毎週水

曜は19：00まで開庁時間を延長するとともに、

毎月第3日曜(3月は第4日曜)に日曜窓口を開設

し、利便性を高めます。入園相談は平日のみ17：

00までです。なお、豊洲区民館は廃止となります。

▢問 豊洲出張所☎3531-6316

このほかにも…

○3階に高齢者の相談窓口｢豊洲長寿サポートセ

ンター｣が移転します▢問 ☎5859-0566

○8階に保護司の更生保護諸活動の拠点として、

更生保護サポートセンターを開設します(10／

1(木)〜)▢問 青少年課青少年係☎3647-9813

○建物周囲や壁面だけでなく、8階から屋上に

かけて階段状に樹木を植え、里山をイメージ

した連続した緑化空間を創出しています

○太陽光パネルや雨水利用の機能などを備え、

高水準の環境性能を実現します

○災害時の備えとして防災倉庫を設置します

1階ギャラリーのほか、音楽練習室、レクホー

ル、サブ・レクホール、研修室8室、和室、茶室

など多種多様な施設を備え、利用者の需要に応

えます。5階の300席のホールには、外が見える

開閉パネルが備えられ、景色を見ながら音楽な

どを楽しむ演出もできます。また、常設されるピ

アノ｢FAZIOLI
フ ァ ツ ィ オ リ

｣は都内の文化施設では唯一の

ものです▢問 豊洲文化センター☎3536-5061(9／

14(月)までは移転作業のため、つながりません)

9階は静かな読書環境の一般のフロア、10階

は児童とティーンズのフロア、11階の一部には

｢おはなしのへやキッズ(※)｣を配置します。自

動貸出返却や予約資料の自動受取システムを導

入し、フロアマネージャーを置くなど、誰もが

使いやすい図書館となります▢問 豊洲図書館☎

3536-5931(9／14(月)までは移転作業のため、つ

ながりません)

※絵本や遊具、知育玩具などを用意し、音を出

して遊びと読書が楽しめる、主に乳幼児と保護

者を対象とした施設。またキッズボランティア

が、｢この本を読んでほしい｣といった読書要望

等に応えます。9：00から16：30まで、休館日・イ

ベント開催時を除き毎日ご利用できます。

▶
蔵
書
数
も
増
え
︑
よ
り

多
く
の
方
が
楽
し
め
る

図
書
館
に

◀
お
は
な
し
の
へ
や

キ
ッ
ズ

▲レインボーブリッジ
も見えるホール

▼サブ・レクホール

▲音楽練習室

◀
広
々
と
し
た
待
合
ス
ペ

ー
ス
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［給与所得者］

156万円夫婦

255.7万円夫婦(子2人)

205.7万円

100万円単身

夫婦(子1人)

非課税限度
額(給与収入
ベース)※

区分

105万円

155万円

［公的年金等受給者］

非課税限度
額(年金収入
ベース)※

65歳未満

65歳未満

65歳以上

65歳以上単
身

夫
婦

区分

171.3万円

211万円

※生活保護基準の1級地(23区等)における非課税限度額

都民税・区民税が課税されない所得水準の目
安(非課税限度額)

2,500円

③60歳〜64歳のうち身体障害
者手帳1級で、心臓・腎臓・呼
吸器の機能またはヒト免疫不
全ウイルスによる免疫機能の
障害を有する方

無料
②③のうち、生活保護受給中
の方、中国残留邦人等の支援
給付受給中の方

2,500円

無料①75歳以上の方

②65歳〜74歳の方

自己
負担額

対象者

第三砂町小学校☆

※校内の現学童クラブをB登録へ移行
☆A登録のみ実施
★江東きっずクラブ二亀の開設により、
大島六丁目学童クラブを休止

平成28年度江東きっずクラブ
新規開設校

千石2-9-12川南小学校☆

東陽2-1-20

小名木川小学校

所在地

南陽小学校※

学校名

第四大島小学校※

北砂5-22-10

南砂6-3-13

大島6-7-8

亀戸6-36-1第二亀戸小学校★

消
費
税
率
の
引
上
げ
に
伴
う
負
担

の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
︑
所
得
の

低
い
方
に
︑
臨
時
福
祉
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
︒
詳
細
は
︑
区
や
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
︒

申
請
書
の
送
付

�
月
�
日
か
ら
順
次
︑
支
給
対
象

と
な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
申
請
書

を
お
送
り
し
て
い
ま
す
︒
申
請
書
に

記
載
さ
れ
て
い
る
誓
約
・
同
意
事
項

を
ご
確
認
の
う
え
︑
了
承
い
た
だ
け

る
方
は
︑
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
︒

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
し
て
く

だ
さ
い
︒
な
お
︑
振
込
口
座
を
新
た

に
指
定
す
る
場
合
や
代
理
人
が
申
請

す
る
場
合
な
ど
︑
提
出
書
類
が
必
要

な
場
合
も
あ
り
ま
す
︒
記
入
例
を
記

載
し
た
﹁
お
知
ら
せ
﹂
を
同
封
し
て

い
ま
す
の
で
︑
ご
参
照
く
だ
さ
い
︒

▢人
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

○
平
成

年
�
月
�
日
︵
基
準
日
︶

27

時
点
で
︑
江
東
区
に
住
民
登
録
が

あ
る
方

○
平
成

年
度
の
都
民
税
・
区
民
税

27

︵
均
等
割
︶
が
課
税
さ
れ
な
い
方

※
た
だ
し
︑
次
の
方
は
支
給
対
象
外

○
都
民
税
・
区
民
税
︵
均
等
割
︶
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
の
扶
養
親
族

等
と
な
っ
て
い
る
方
︵
控
除
対
象

配
偶
者
︑
配
偶
者
特
別
控
除
に
お

け
る
配
偶
者
︑
青
色
事
業
専
従
者

お
よ
び
白
色
事
業
専
従
者
も
含

む
︶

○
生
活
保
護
の
受
給
者
や
中
国
残
留

邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付
の
受

給
者

※
基
準
日
時
点
で
︑
江
東
区
に
住
民

登
録
の
な
い
方
は
︑
原
則
︑
江
東
区

で
は
給
付
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
︒

基
準
日
時
点
で
住
民
登
録
の
あ
っ
た

区
市
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
支
給
額
﹈
支
給
対
象
者
�
人
に
つ
き
︑

�
千
円
︵
一
律
︑
一
回
︶
※
平
成
27

年
度
は
︑
加
算
措
置
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

﹇
支
給
方
法
等
﹈
申
請
書
等
の
審
査
を

行
い
︑

月
下
旬
か
ら
順
次
口
座
振

10

込
に
よ
り
支
給
︵
受
付
し
た
翌
月
ま

た
は
翌
々
月
の
振
込
を
予
定
︶
︒

※
審
査
の
結
果
︑
不
支
給
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
︒

申
請
書
の
提
出
は
お
早
め
に

申
請
期
限
ま
で
に
申
請
書
を
提
出

さ
れ
な
い
場
合
は
︑
給
付
金
の
支
給

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑
お
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
︒

﹇
申
請
期
限
﹈

月

日
︵
月
︶
消
印
有
効

12

28

臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
を
装
っ

た
振
り
込
め
詐
欺
等
に
ご
注
意
を

区
が
皆
さ
ん
に
次
の
よ
う
な
お
願

い
を
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

○
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
︵
現
金
自
動
預
払

機
︶
操
作
を
お
願
い
す
る
こ
と

○
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
︑
区

か
ら
の
給
付
金
を
振
り
込
ん
で
も

ら
う
こ
と

○
給
付
の
た
め
に
手
数
料
な
ど
の
振

込
み
を
お
願
い
す
る
こ
と

区
や
厚
生
労
働
省
等
の
職
員
を
名

乗
っ
て
︑
自
宅
へ
の
訪
問
や
不
審
な

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
場
合
は
︑
迷

わ
ず
最
寄
り
の
警
察
署
︑
ま
た
は
警

察
相
談
電
話
︵
＃
�
�
�
�
︶
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
︒

区
役
所
�
階
に
相
談
窓
口
を
開
設

申
請
開
始
に
合
わ
せ
相
談
窓
口
を

開
設
し
ま
す
︒
な
お
︑
受
付
開
始
当

初
�
週
間
程
度
は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢場
区
役
所
	
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ

ー
ル
﹇
受
付
時
間
﹈
午
前
�
時
～
午
後



時

分
︵
土
・
日
曜
︑
祝
日
︑
年
末

15

年
始
を
除
く
︶

※
水
曜
は
午
後
�
時
ま
で

※
な
る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
︒

区
で
は
︑
現
在
︑
放
課
後
等
に
こ

ど
も
が
安
全
で
安
心
し
て
過
ご
せ
る

﹁
江
東
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
﹂
を

の
小

33

学
校
で
実
施
し
て
い
ま
す
︒

平
成

年
度
か
ら
は
︑
下
表
の
と

28

お
り
︑
新
た
に
�
校
で
新
規
開
設
し
︑

の
小
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
に
な

39り
ま
す
︒

平
成

年
度
ま
で
に
は
︑
区
内
全

29

小
学
校
で
江
東
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
を
導

入
す
る
予
定
で
す
︒

江
東
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
に
は
︑
放
課

後
等
の
遊
び
・
学
び
の
場
を
提
供
す

る
Ａ
登
録
︵
小
学
�

～
�

年
生
対

象
︶
と
︑
就
労
世
帯
等
の
保
護
者
に

代
わ
っ
て
育
成
を
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

機
能
の
Ｂ
登
録
︵
小
学
�
年
～
�
年

生
・
障
害
等
の
あ
る
児
童
は
�
～
�

年
生
も
対
象
︶
が
あ
り
ま
す
︒
新
規

開
設
校
の
う
ち
︑
川
南
小
学
校
と
第

例
年
︑

月
�
日
か
ら
実
施
し
て

10

い
る
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
ワ
ク
チ
ン
が
︑
今
年
か
ら
国

の
方
針
を
受
け
︑
よ
り
高
い
重
症
化

予
防
効
果
が
期
待
で
き
る
ワ
ク
チ
ン

に
変
更
さ
れ
ま
す
︒
こ
れ
に
伴
い
予

防
接
種
の
自
己
負
担
額
が
�
︑


�

�
円
と
な
り
ま
す
︒

﹇
接
種
期
間
﹈

月
�
日
︵
木
︶
～
平

10

成

年
�
月

日
︵
日
︶

28

31

▢人

▢費
下
表
の
と
お
り

﹇
接
種
の
方
法
﹈
�
月

日
︵
金
︶
以

25

降
︑
順
次
発
送
す
る
接
種
予
診
票
を

江
東
区
契
約
医
療
機
関
に
提
示
す
る

こ
と
で
︑
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま

す
︒

国
勢
調
査
は
︑
日
本
国
内
に
住
む

す
べ
て
の
人
︵
外
国
人
を
含
む
︶
と

世
帯
を
対
象
と
す
る
︑
国
の
最
も
重

要
な
統
計
調
査
で
す
︒
国
内
の
人
口

や
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
︑
統
計
法
と
い
う
法
律
に
基
づ
い

て
︑


年
に
一
度
実
施
さ
れ
︑
今
回

で

回
目
の
調
査
に
な
り
ま
す
︒

20

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
は

�
月

日
︵
日
︶
ま
で
受
付
中

20

﹁
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用

案
内
﹂
を
国
勢
調
査
員
が
全
世
帯
に

配
布
し
ま
す
︒
�
月

日
︵
日
︶
ま

20

で
に
︑
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
で
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
︒

三
砂
町
小
学
校
は
︑
Ｂ
登
録
の
専
用

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
困
難
な
た
め
︑

当
面
は
Ａ
登
録
の
み
を
実
施
し
︑
Ｂ

登
録
は
近
隣
の
学
童
ク
ラ
ブ
で
対
応

し
ま
す
︒
詳
細
は
︑

月
中
旬
か
ら

10

各
小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
の
保
護

者
説
明
会
等
で
ご
案
内
し
ま
す
︒

﹇
児
童
の
募
集
﹈

○
Ａ
登
録

平
成

年
�
月
募
集
開
始
予
定

28

○
Ｂ
登
録

学
童
ク
ラ
ブ
の
募
集
と
同
時
期

︵

月
︶
を
予
定

12▢問
放
課
後
支
援
課
支
援
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
	

紙
の
﹁
調
査
票
﹂
は
�
月

日
26

︵
土
︶
以
降
に
調
査
員
が
配
布

�
月

日
︵
日
︶
ま
で
に
イ
ン
タ

20

ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が
な
か
っ
た
世
帯

に
︑
�
月

日
︵
土
︶
以
降
︑
紙
の

26

﹁
調
査
票
﹂
を
国
勢
調
査
員
が
配
布
し

ま
す
︒
え
ん
ぴ
つ
︑
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン

シ
ル
等
で
記
入
し
︑
﹁
郵
送
提
出
用

封
筒
﹂
で

月
�
日
︵
水
︶
ま
で
に
郵

10

便
ポ
ス
ト
へ
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
皆
さ
ん
の
個
人
情
報
は
統
計
法
に

よ
り
保
護
さ
れ
ま
す
︒

※
調
査
員
を
装
っ
た
﹁
か
た
り
調

査
﹂
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

▢問
保
健
所
保
健
予
防
課
感
染
症
対

策
係

☎
(
�
�
�
�
)


	
�
�

▲区がお送りする、平成27年度の申
請書が入った封筒

臨時福祉給付金の問合先

※いずれも通話料がかかります。

○江東区臨時福祉給付金コールセンター

☎0570-08-9292

（9：00〜17：15（土・日曜、祝日、年末年始を除

く））

○厚生労働省の相談窓口（専用ダイヤル）

☎0570-037-192

（9：00〜18：00※12/21（月）以降は平日のみ）

国勢調査の問合先

※いずれも通話料がかかります。

［調査票の配布や提出方法について］

江東区国勢調査コールセンター

☎3647-8562

（土・日曜、祝日を除く9：00〜17：00※10/9（金）まで）

［調査票の記入方法や国勢調査全般について］

総務省国勢調査コールセンター

☎0570-07-2015（ナビダイヤル）、☎4330-2015（IP電話）

（8：00〜21：00※10/31（土）まで）
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

区議会では、本会議等のインターネット中継(生中継・録画中継)を区議会ホームページにて配信しています。次回の定例会は、9／15(火)から開かれる予定
です。ぜひご覧ください▢問区議会事務局調査係☎3647-3548

旭湯亀戸5-9-7隆乃湯

第二久の湯牡丹2-4-6第二和泉湯

浴場名所在地浴場名

亀の湯

南砂4-15-19喜楽湯住吉2-5-14日の出湯

東砂3-18-17藤の湯亀戸3-11-10天神湯

東砂7-15-1

大島1-36-6

所在地

三好1-2-3辰巳湯

北砂6-7-3丸八湯常盤2-3-8常盤湯

北砂6-14-8文化湯森下4-9-18竹の湯

南砂1-14-9久の湯猿江1-18-9

竹の湯東陽1-6-9金春湯

大島7-25-14春の湯東陽1-25-10第一弁天湯

北砂3-25-8竹の湯東陽3-12-11ニュー松の湯

北砂4-20-25亀の湯

東砂8-20-16不二の湯亀戸6-49-14富山湯

大島2-37-7らかん湯枝川1-6-15白山湯

大島7-7-3

○

○

特別
出張所

転出

相談のみ
保育園の入園
相談

保育課

転入

住民異動に関
する業務

区民課

処理内容分類
担当
部署

○申請・変更・現況届
児童手当の申
請に関する業務

子育て
支援課

○
申請・変更・再発行・医療費払
戻

子ども医療費
助成の申請に
関する業務

○

○

出張所

○

○不在籍証明書の交付業務

○受理証明書の交付業務(当日受付のみ)

○
届書記載事項証明書の交付業務
（当日受付のみ）

戸籍謄抄本等の交付業務

戸籍関連証明
書の交付業務

○○戸籍の附票の写しの交付業務

○○平成改製原交付業務

○除籍謄抄本(コンピュータ化後)交付業務

死亡届

○埋葬・火葬許可に関する業務

○不受理申出

○○

○出生届

戸籍の届出に
関すること※

○婚姻届

○転籍届

○

○○職権修正

○○世帯変更届

○戸籍届出に伴う異動処理

○○転居

豊
洲
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー

プ
ン
に
伴
い
︑
﹁
豊
洲
特
別
出
張
所
﹂

を
開
設
し
ま
す
︒
従
来
の
出
張
所
の

業
務
に
加
え
︑
日
本
国
籍
の
方
の
出

生
・
婚
姻
・
死
亡
・
転
籍
の
届
出
の

ほ
か
︑
児
童
手
当
の
申
請
な
ど
の
一

部
の
子
育
て
関
係
の
手
続
き
︑
保
育

園
の
入
園
相
談
な
ど
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
よ
う
業
務
を
拡
大
し
ま

す
︒
詳
細
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

�
月

日
︵
月
・
祝
︶
は
敬

21

老
の
日
で
す
︒

こ
の
日
︑

歳
以
上
の
方
と

65

小
学
生
以
下
の
方
は
区
内
の
銭

湯
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
︒

銭
湯
の
良
さ
を
実
感
し
て
み
て

く
だ
さ
い
︒
対
象
の
方
は
︑
各

浴
場
で
そ
の
旨
を
伝
え
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
︒

▢問
消
費
者
セ
ン
タ
ー

☎
(
�
�
�
	
)
�
	
�


▢問
﹇
戸
籍
に
関
す
る
こ
と
﹈
区
民
課

戸
籍
係

☎
(
	
�
�
�
)
	

�
	

﹇
出
張
所
の
業
務
に
関
す
る
こ
と
﹈
豊

洲
出
張
所
☎
︵
	
�
	

︶
�
	

�

﹇
子
育
て
関
係
の
手
続
き
に
関
す
る

こ
と
﹈
子
育
て
支
援
課
給
付
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

﹇
保
育
園
の
入
園
相
談
に
関
す
る
こ

と
﹈
保
育
課
入
園
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
	
�

国
民
年
金
は
︑
日
本
国
内
に
住
む

歳
以
上

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

20

60

が
加
入
し
ま
す
︒
次
に
該
当
す
る
方

は
︑
区
民
課
年
金
係
︵
区
役
所
隣
防

災
セ
ン
タ
ー
�
階

番
︶
︑
各
出
張

20

所
で
加
入
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

①
会
社
を
退
職
し
た
と
き
︵
厚
生
年

金
等
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
︶

②
厚
生
年
金
等
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
が
︑
扶
養
か
ら
外
れ

た
と
き

③
外
国
か
ら
転
入
し
た
と
き

④
外
国
へ
転
出
し
た
と
き
︵
任
意
加

入
︶
※
区
役
所
で
の
み
受
付

⑤
会
社
等
に
勤
め
て
い
な
い
方
が
20

歳
に
な
っ
た
と
き

⑥
年
金
に
一
度
も
加
入
し
た
こ
と
が

な
い

歳
以
上
の
方
が
国
民
年
金
に

20

多
機
能
ホ
ー
ム
新
砂

少
人
数
の
登
録
制
で
︑
通
所
を
中

心
に
宿
泊
や
訪
問
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
ま
す
︒

▢人
要
支
援

・
�
︑
要
介
護

～

�
の
方
︵
登
録

人
︑
通
所

人
︑

29

18

宿
泊
�
人
︶

シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ

シ
ル
バ
ー
ス
テ
イ
は
︑
介
護
を
必

要
と
す
る
高
齢
者
を
そ
の
家
族
が
一

時
的
に
介
護
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
︑
専
用
居
室
で
介
護
を
行
う

区
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
で
す
︒
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い

方
で
も
利
用
で
き
ま
す
︒

﹇
利
用
期
間
﹈
�
日
間
︵
�
泊
ま
で
︶

﹇
申
込
受
付
﹈
利
用
予
定
日
の
�
日
前

か
ら
前
日
の
正
午
ま
で

▢人
①

歳
以
上
︵
要
介
護
認
定
を

65

受
け
て
い
れ
ば

歳
以
下
も
可
︶
の

64

区
民
②
医
師
の
治
療
を
要
し
な
い
③

感
染
性
疾
患
が
な
い

①
～
③
す
べ
て
を
満
た
し
︑
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

○
介
護
者
の
疾
病
︑
事
故
︑
災
害
等

○
介
護
者
の
冠
婚
葬
祭
へ
の
出
席

○
自
宅
が
被
災
し
︑
居
住
が
困
難

区
で
は
介
護
保
険
法
に
基
づ
き
︑

要
介
護
︵
要
支
援
︶
認
定
の
更
新
に

か
か
る
調
査
を
指
定
居
宅
介
護
支
援

事
業
者
等
へ
委
託
し
て
い
ま
す
︒

﹇
委
託
先
﹈

○
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

○
長
寿
サ
ポ
ー
ト

○
介
護
保
険
施
設

※
初
め
て
要
介
護
︵
要
支
援
︶
認
定

の
申
請
を
し
た
場
合
の
認
定
調
査
は
︑

※
こ
の
ほ
か
︑
空
室
状
況
等
に
よ
り

利
用
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

▢費

日
あ
た
り
サ
ー
ビ
ス
料
	
︑

�
�
�
円
︑
滞
在
費

︑
�
�
�
円

※
そ
の
他
実
費
負
担
あ
り

※
い
ず
れ
も

▢場
江
東
区
地
域
密
着

型
介
護
施
設
︵
新
砂
	
︱

	
︱

︶
11

﹇
申
込
・
相
談
﹈

︵
社
福
︶
こ
う
ほ
う
え
ん

☎
(
�
�
�
�
)

	
	


℻
(
�
�
�
�
)
�
�

�

▢問
福
祉
課
施
設
整
備
支
援
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
	
	


加
入
す
る
と
き

※
⑤
⑥
以
外
の
届
出
は
︑
年
金
手
帳

等
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
た
書

類
が
必
要
で
す
︒
こ
の
他
の
必
要
添

付
書
類
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

と
き
︑
国
民
年
金
第
	
号
被
保
険
者

と
な
る
︵
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る

配
偶
者
の
扶
養
に
な
る
︶
と
き
は
︑

勤
務
先
等
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
︒

届
出
を
忘
れ
る
と
︑
将
来
年
金
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

﹇
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
第
�
号
被

保
険
者
等
の
問
合
先
﹈
江
東
年
金
事

務
所
︵
亀
戸
�
︱

︱

�
︶

16

☎
(
	
�
�
	
)

�
	


▢問
区
民
課
年
金
係

☎
(
	
�
�
�
)


	


区
ま
た
は
江
東
区
社
会
福
祉
協
議
会

の
い
ず
れ
か
が
行
い
ま
す
︒

調
査
の
日
時
は
︑
委
託
先
の
事
業

者
か
ら
本
人
や
立
会
い
の
家
族
に
電

話
を
し
て
事
前
に
調
整
し
ま
す
︵
電

話
で
は
最
初
に
区
か
ら
委
託
さ
れ
た

調
査
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
ま
す
︶
︒

当
日
︑
調
査
員
は
区
か
ら
の
委
託
証

明
書
を
持
参
し
て
い
ま
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
調
査
係

☎
(
	
�
�
�
)
�
�
�
�

老朽化した中川大橋の耐久性を向上させるため、9／24（木）から平成

29年3／10（金）まで補修・補強工事を行います。

この工事に伴い、10／1（木）から平成28年3／31（木）まで旧中川水辺公

園は中川大橋付近が一部通行止めとなります。

また下記の区間は、平成28年4月から約1年間、車両および歩行者の通

行止め規制を行います。利用者の皆さんにはご迷惑をおかけしますが、

牡丹町公園は施設老朽化に伴う改修工事のため、9月

下旬から3月末まで全面閉鎖となります。また、改修工

事に併せて老朽化したちどり橋を撤去するため、古石場

川親水公園の園路が一部通行止めとなります。

閉鎖期間および通行止め期間の詳細については、区ホ

ームページをご覧

いただくかお問い

合わせください。

ご迷惑をお掛けし

ますが、ご理解と

ご協力をお願いし

ます▢問 河川公園
課工事係☎3647-

2089

迂回をお願いします※天候等の

理由により期間を変更する場合

があります［規制区間］中川大橋

の架かっている大島九丁目〜江

戸川区小松川一丁目間

詳細は、区ホームページをご

覧ください。今後も、より良い

道路整備に向け、安全かつ慎重

に工事を進めていきますので、

ご理解とご協力をお願いします

▢問 道路課橋梁係☎3647-9684

※離婚や養子縁組の届出等および外国人の方の届出は取り扱いません
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有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

［振り込め詐欺から高齢者を守る「自動通話録音機」の無償貸与 申込受付中(先着順)］こうとう区報7／11号で募集した「自動通話録音機」は、応募数が定数
に満たなかったため、先着順で申し込みを受け付けています※数に限りがありますので、事前にお問い合わせください▢人原則、区内在住で65歳以上の方
が居住されている世帯▢問危機管理課防犯担当☎3647-4399

月
に
開
設
す
る
﹁
こ
う
と
う
若

10
者
・
女
性
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
﹂
の
オ

ー
プ
ン
に
先
が
け
︑
記
念
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
し
ま
す
︒

﹇
若
者
︵

歳
以
下
︶
向
け
﹈

39

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
前

時
～

29

10

正
午
︵
受
付
午
前
�
時
半
～
︶

▢人
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る

歳
39

以
下
の
方

人
︵
申
込
順
︶

30

▢内
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
︑
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

▢師
齋
藤
た
だ
し
︵
研
修
ト
レ
ー
ナ

ー
兼
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
︶

﹇
女
性
向
け
﹈

▢時
�
月

日
︵
金
︶
午
前

時
～

25

10

正
午
︵
受
付
午
前
�
時
半
～
︶

▢人
就
職
・
転
職
を
希
望
す
る
女
性

人
︵
申
込
順
︶

30
▢内
自
分
を
魅
せ
る
！
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
＆
印
象
力
Ｕ
Ｐ
講
座

▢師
内
海

典
子
︵
就
職
セ
ミ
ナ
ー
講
師
︶

﹇
企
業
向
け
﹈

▢時
�
月

日
︵
火
︶
午
後
�
時
半

29

～
�
時
半
︵
受
付
午
後
�
時
～
︶

▢人
新
卒
お
よ
び
中
途
採
用
を
検
討

す
る
区
内
中
小
企
業
の
経
営
者
お
よ

�
月

日
︵
日
︶
～

日
︵
土
︶
は

20

26

動
物
愛
護
週
間
で
す
︒
こ
の
機
会
に
︑

私
た
ち
が
飼
っ
て
い
る
動
物
︑
身
近

に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
︑
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
︒

動
物
は
正
し
く
終
生
飼
育

動
物
を
飼
育
す
る
場
合
は
︑
そ
の

習
性
や
生
理
を
よ
く
理
解
し
︑
愛
情

を
持
っ
て
終
生
飼
育
す
る
責
任
が
あ

り
ま
す
︒
犬
を
飼
う
場
合
は
必
ず
飼

い
犬
の
登
録
を
し
︑
健
康
管
理
に
気

を
配
り
ま
し
ょ
う
︒
ま
た
︑
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
年
�
回
︵
�
月
～
�

月
︶
必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒

去
勢
・
不
妊
手
術

繁
殖
を
望
ま
な
い
場
合
は
施
し
ま

し
ょ
う
︒
去
勢
・
不
妊
手
術
を
す
る

と
性
質
が
お
と
な
し
く
な
り
︑
扱
い

や
す
く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
ほ
か
︑
生
殖
器
系
の
病
気
の
予
防

に
も
な
り
ま
す
︒

な
お
︑
区
で
は
飼
い
主
の
い
な
い

猫
を
対
象
に
去
勢
・
不
妊
手
術
費
用

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

猫
の
飼
育
は
屋
内
で

交
通
事
情
や
住
宅
事
情
を
考
え
る

と
︑
都
会
で
猫
を
飼
う
場
合
に
は
︑

屋
内
で
飼
育
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
ま
す
︒
上
下
運
動
が
で
き
る

よ
う
家
具
の
上
な
ど
に
も
上
が
れ
る

工
夫
を
し
︑
専
用
の
ト
イ
レ
︑
つ
め

と
ぎ
な
ど
を
用
意
す
る
こ
と
や
︑
去

勢
・
不
妊
手
術
を
実
施
す
る
こ
と
が

屋
内
飼
育
を
成
功
さ
せ
る
コ
ツ
で
す
︒

犬
の
散
歩
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
︑
リ
ー

ド
で
き
ち
ん
と
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う
︒

ト
イ
レ
は
散
歩
の
前
に
家
で
す
ま
せ

び
人
事
企
画
担
当
者

人
︵
申
込
順

30

※
�
社
に
つ
き
	
人
ま
で
︶

▢内
人
材
募
集
・
採
用
時
の
実
務
と

法
律
知
識

▢師
佐
川
陽
子
︵
佐
川
社

会
保
険
労
務
士
事
務
所
所
長
︶

※
い
ず
れ
も

▢場
亀
戸
文
化
セ
ン
タ

ー


階
第
�
研
修
室
︵
亀
戸
	
︱

19

︱

�
カ
メ
リ
ア
プ
ラ
ザ
内
︶

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で
︑

15

こ
う
と
う
若
者
・
女
性
し
ご
と
セ
ン

タ
ー
事
務
局

☎
�
�
	
�
(
	
�
�
)
	
�
�

▢問
経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

ま
し
ょ
う
︒
散
歩
中
に
オ
シ
ッ
コ
を

し
て
し
ま
っ
た
と
き
は
水
で
流
し
︑

フ
ン
を
し
た
と
き
は
家
ま
で
持
ち
帰

る
こ
と
が
飼
い
主
の
責
任
で
す
︒

身
元
の
表
示

飼
い
主
の
責
任
の
所
在
を
明
ら
か

に
し
︑
迷
子
に
な
っ
た
動
物
の
発
見

を
容
易
に
す
る
た
め
に
も
︑
犬
に
は

鑑
札
を
着
け
︑
猫
や
そ
の
他
の
動
物

に
は
名
札
等
を
付
け
ま
し
ょ
う
︒

災
害
に
備
え
て

災
害
が
発
生
し
た
場
合
︑
ま
ず
は

人
命
第
一
で
す
︒
飼
い
主
が
無
事
で

な
け
れ
ば
動
物
は
災
害
を
乗
り
切
れ

ま
せ
ん
︒
避
難
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
き
は
︑
事
情
の
許
す
限
り
動
物
を

同
行
し
て
く
だ
さ
い
︒
普
段
か
ら
人

や
他
の
動
物
を
怖
が
ら
な
い
︑
ト
イ

レ
は
決
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
る
な

ど
の
し
つ
け
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
︒

動
物
の
た
め
の
防
災
用
品
︵
ケ
ー
ジ

や
リ
ー
ド
︑
�
日
分
以
上
の
食
事
と

水
な
ど
︶
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
︒

▢問
保
健
所
生
活
衛
生
課
生
活
衛
生

係

☎
(
�
�
�
�
)


�
�
�

出
産
な
ど
を
機
に
退
職
し
た
方
で
︑

育
児
を
し
な
が
ら
就
労
を
希
望
す
る

女
性
を
対
象
に
︑
﹁
育
児
と
仕
事
の

両
立
﹂
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー
で
す
︒

再
就
職
に
必
要
な
心
構
え
や
働
く
た

め
の
準
備
チ
ェ
ッ
ク
︑
就
職
活
動
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
進
め
方
な
ど
の
情

報
を
講
義
形
式
で
提
供
し
ま
す
︒

▢時

月

日
︵
水
)
・

日
︵
木
︶

10

21

22

午
後
	
時
～
�
時
︵
全
	
回
︶

▢場

総
合
区
民
セ
ン
タ
ー
︵
大
島
�
︱




︱

�
︶

▢人
育
児
と
仕
事
の
両
立
を

目
指
す
方
で
︑
両
日
と
も
参
加
で
き

る
方

人
︵
申
込
順
︶

▢費
無
料

25

▢内
﹁
就
職
活
動
の
始
め
方
～
子
育

て
マ
マ
へ
の
エ
ー
ル
～
﹂
︑
﹁
こ
れ
で

大
丈
夫
‼
～
応
募
書
類
の
作
成
方
法

～
﹂

▢師
伊
藤
真
利
江
︵
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
木
場
就
職
支
援
ナ
ビ
ゲ
ー
タ

ー
︶

▢保
	
歳
～
就
学
前
児
童

人
10

程
度
︵
申
込
順
・
無
料
︒

月


日

10

︵
月
︶
ま
で
に
要
予
約
※
定
員
に
な

り
し
だ
い
終
了
︶
※
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑

定
員
を
超
え
た
場
合
は
︑
各
自
対
応

の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▢申
�
月

日
︵
火
︶
か
ら
電
話
で

15

経
済
課
雇
用
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�


�
�

▢問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
木
場
マ
ザ
ー
ズ

コ
ー
ナ
ー
︵
船
堀
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
内
︶

☎
(


�


�
)
�
�
�
	

区
で
は
毎
週
火
曜
に
︑
住
宅
に
お

困
り
の
高
齢
者
世
帯
の
方
を
対
象
に
︑

不
動
産
団
体
の
会
員
︵
不
動
産
屋
さ

ん
︶
が
相
談
窓
口
で
民
間
賃
貸
ア
パ

ー
ト
や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
空
き
室

情
報
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
︒

国
が
定
め
る

月
の
﹁
住
生
活
月

10

間
﹂
に
あ
わ
せ
て
︑
区
で
は

月
の

10

第
	
か
ら
第


木
曜
ま
で
毎
週
木
曜

に
も
相
談
窓
口
を
臨
時
開
設
し
ま
す
︒

こ
の
窓
口
で
は
建
替
え
等
に
よ
り

転
居
を
求
め
ら
れ
て
い
る
方
や
︑
区

外
か
ら
江
東
区
内
に
住
む
親
族
の
近

く
に
転
居
先
を
求
め
る
方
等
か
ら
︑

希
望
す
る
お
部
屋
の
条
件
を
聞
き
︑

空
き
室
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
︒

希
望
に
合
う
部
屋
が
あ
れ
ば
︑
空

き
室
を
見
る
な
ど
し
︑
条
件
が
合
え

ば
契
約
し
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

▢時
毎
週
火
曜
お
よ
び

月
�
日
・

10

日
・

日
・

日
︵
木
︶
の
午
後
�

15

22

29

時
～
�
時
︵
予
約
制
※
随
時
受
付
中
︶

▢場
住
宅
課
︵
区
役
所


階
	
番
窓

口
隣
︶

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上

65

の
一
人
暮
ら
し
で
自
分
で
日
常
生
活

が
可
能
な
方
︑
ま
た
は

歳
以
上
の

65

方
を
含
む

歳
以
上
の
自
分
で
日
常

60

生
活
が
可
能
な
方
で
構
成
す
る
世
帯

﹇
相
談
員
﹈
江
東
区
居
住
支
援
協
議
会

会
員
︵
宅
地
建
物
取
引
主
任
者
︶

▢申
電
話
で
住
宅
課
住
宅
指
導
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

障
害
者
差
別
解
消
法
が

平
成

年
�
月
に
施
行

28

電
車
や
バ
ス
に
乗
っ
て
い
る
と
︑

車
い
す
を
利
用
す
る
人
や
︑
白
い

杖
を
持
っ
た
視
覚
障
害
の
あ
る
人

を
見
か
け
る
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
︒
他
に
も
お
店
や
職
場
︑
学

校
な
ど
︑
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
障

害
の
あ
る
人
と
な
い
人
が
共
に
社

会
生
活
を
営
ん
で
い
ま
す
︒

し
か
し
︑
一
方
で
は
障
害
の
あ

る
人
に
対
す
る
心
な
い
差
別
や
︑

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
障
壁
が
今
も

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
う
し

た
差
別
や
社
会
的
障
壁
の
解
消
を

推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た
の

が
︑
平
成

年
�
月
に
施
行
さ
れ

28

る
﹁
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
︵
障

害
者
差
別
解
消
法
︶
﹂
で
す
︒

障
害
者
差
別
解
消
法
は

ど
ん
な
法
律
？

国
の
行
政
機
関
︑
地
方
公
共
団

体
︑
民
間
事
業
者
な
ど
が
主
な
対

象
で
︑
障
害
を
理
由
と
し
た
﹁
不

当
な
差
別
的
取
扱
い
﹂
の
禁
止
︑

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
の

﹁
合
理
的
配
慮
﹂
を
す
る
こ
と
な

ど
を
求
め
て
い
ま
す
︒

障
害
を
理
由
と
し
て
︑
正
当
な

理
由
な
く
︑
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

拒
否
・
制
限
し
た
り
す
る
よ
う
な

行
い
は
︑
﹁
不
当
な
差
別
的
取
扱

い
﹂
に
あ
た
り
ま
す
︒

例
え
ば
︑
車
い
す
を
利
用
し
て

い
る
と
い
う
理
由
で
入
店
を
断
ら

れ
た
︑
障
害
を
理
由
に
ア
パ
ー
ト

を
貸
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
な
ど

が
該
当
し
ま
す
︒

﹁
合
理
的
配
慮
﹂
と
は
︑
障
害

の
あ
る
人
が
︑
社
会
生
活
で
受
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
も
た
ら
す

社
会
的
障
壁
を
取
り
除
く
た
め
に
︑

個
別
の
状
況
に
応
じ
て
行
わ
れ
る

配
慮
を
い
い
ま
す
︒

具
体
的
に
は
︑
駅
で
車
い
す
利

用
者
の
手
助
け
を
す
る
︑
聴
覚
障

害
の
あ
る
人
に
は
筆
談
を
す
る
︑

視
覚
障
害
の
あ
る
人
に
は
メ
ニ
ュ

ー
を
読
み
上
げ
る
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
︒

一
人
ひ
と
り
の
理
解
が
重
要

こ
の
法
律
は
︑
障
害
が
あ
っ
て

も
な
く
て
も
︑
だ
れ
も
が
分
け
へ

だ
て
な
く
お
互
い
を
尊
重
し
︑
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
豊
か
な
共
生
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
共
生
社
会
を
実
現
す
る
た

め
に
は
︑
皆
さ
ん
の
理
解
が
重
要

で
す
︒
職
場
や
学
校
︑
地
域
で
︑

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
︒

﹇
障
害
者
差
別
解
消
法
に
関
す
る

問
合
先
﹈

障
害
者
支
援
課
施
策
推
進
係

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

▢問
人
権
推
進
課
人
権
推
進
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

障
害
者
差
別
の
解
消
に
向
け
て

②
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